
生徒による銃乱射事件や薬物乱用などがセンセーショナルに日本のメディアで報道されるこ

ともあって，アメリカの学校の生徒規律は相当に乱れているのではないかと多くの人は思って

いるかもしれない。しかし，私はここ30年来いくたびものアメリカの各州の学校を訪問して

感じることは，1990年代になって以来，アメリカの生徒規律は， きわめて規律正しい」とい

うことである。授業中は静かで，お喋りをしたり席を立ったり，また遅刻をする生徒はいない。

先生の指導に素直に従って授業を受け，教室移動の際には，列をつくって廊下を整然と黙々と

して移動する。教師に暴言を吐いたり，ましてや反抗したりするような生徒はいない。このよう

な授業風景は私の個人的な感想ではなく，各種の教育レポートでも同様な報告がなされている。

現在のアメリカの学校は，明るく自由でのびのびとした雰囲気である。そして，生徒と教師

の目は，生き生きと輝いていて，すがすがしい。

学校に見る規律と規則

学校規律の実情について，ウエストブルームフィールド学校区の場合を見てみる。ウエスト

ブルームフィールドは，ミシガン州のデトロイト市に隣接する比 的住宅環境のよい住宅地区

である。現在のアメリカの学制(p.21参照)は，小学校はＫ－５年（幼稚園－小学校５年)，中

学校は６－８年，高等学校は９－12年が普通である。しかしこの学校区は，小学校が２つに

分けられ，Ｋ－１年，２－５年で，中学・高校は普通の学制であった。このようにアメリカの

学制は，建物の状況など主として経済的効率性の理由で，学制を変更することはしばしばある。

１．国旗に忠誠を誓って始まる授業－グレチコ小学校

グレチコ小学校は，Ｋ－１年の２学年制である。この小学校は，朝８時30分が始業時間で

ある。幼稚園の教室に入り，授業を見学する。授業開始のチャイムが鳴ると，クラス担任の女

性教師が，アメリカ国旗を代表の園児に渡す。１クラス19名の幼稚園児がその国旗を中心に

して，その周りにひざまずいて国旗を囲む。それから， 国旗に対する忠誠の誓い」を，全員

で黄色い声を張り上げて唱和する。

「私は，アメリカ合衆国の国旗のもとに，すべて

の人に対して自由と公正さをもって，神のもとに

１つの国家として，不可分なものとして存在して

いる共和国のために，忠誠を誓います」と。

かなり難しい文章ではあるが，幼稚園児が全員

で間違いなく唱和する。

この国旗に対する忠誠の誓いは，形は変わって

も，小学校・中学校・高等学校のどこでも行われ

るアメリカの学校の光景である。自由と民主主義

を根幹とする正しい国家観と国民意識を高揚させ

てから，毎日の授業を始めるのである。

アメリカの学校では，どこの教室をのぞいても

壁面いっぱいを利用して，道徳的徳目やクラス規

則・注意事項などが，所狭しと貼ってある。この国旗に忠誠を誓うボード
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掲示こそは，そのクラスの担任教師の規律指導の具体的な方針を明確にしているのである。こ

のグレチコ小学校の幼稚園の教室の掲示の２つの例を示す。

⑴ 学習勝利者のための10の情報

① 宿題をやりなさい。 ② よい聞き手になりなさい。

③ 真面目になりなさい。 ④ よい選択をしなさい。

⑤ 貴方にとって最良の勉強をしなさい。 ⑥ 他人に親切にし，他人を尊敬しなさい。

⑦ よい市民になりなさい。 ⑧ 責任をとりなさい。

⑨ よきスポーツマンになりなさい。 ⑩ 違った方法も試みなさい。

⑵ 立派な生徒（スタースチューデント）

クラス19人の顔写真の一覧が貼ってあり，その上に赤い星
スター

印の生徒（７人)，青い星印の

生徒（７人)，星印のない生徒（２人)，イエローカードが添付された生徒（２人）の一覧が貼

り出してある。これを見れば，各生徒の態度・行状の累積結果が一目瞭然と分かる。アメリカ

では，このように幼稚園児のときから学習の勝利者になるように，また，自己規律がしっかり

できるように，個人個人の行動態度評価をオープンに掲示し，自己責任と正しい競争心を鼓舞

して，学習と規律の指導をしっかり行っている。

２．規律と規則－スコッチ小学校

スコッチ小学校は，２－５年制である。この学校の３年生の授業を見る。授業は，きわめて

規律正しく行われていた。所狭しと添付されている掲示物などから，このクラスの女性教師の

積極的な指導姿勢がよく分かる。その掲示物４つを以下に示す。

⑴ 重要なこと－生徒が規則を破ったとき（担任教師の手書き）

①１度目；記録カードにチェック

②２度目；２度目のチェック

③３度目；規則違反用紙に記録され，父母の署名をもらう。

金曜日のラップアップ会（楽しい会）に出られない。

④４度目；４度目のチェックで，父母呼び出し

⑤５度目；ディテンション（先生と一緒にランチをとるなど）や父母面接が行われる。

⑵ 休憩時間教室内規則（雨天時のみ；晴天時は全員屋外に出る）

① 本を読むか，静かにゲームをする。

② 床の上でのびをするか，座っている。

③ 室内用話し声（小さい声）で話す。

④ セイフティーズ（５年生の安全監視員が下級生のクラスに配属されている）に従う。

⑶ クラス規則（担任手書き）

① 手を挙げる前に話してはいけない。

② 他人の特性を尊重しなさい。

③ 常に真実を話しなさい。

④ 君自身と学校のために責任を持ちなさい。

⑤ 人のいやがることをしてはいけない。 ⑥ 他人のためによい模範となりなさい。
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⑷ グリーンカード（行動評価表）

生徒各自にグリーンカードが渡され，先生に褒められたり注意を受けたときは，このカード

に記録する。先生は，金曜日に生徒個人のグリーンカードを検査する。これによって，先生は

その週の各生徒の行動の○×の集計に基づいて行動評価を数段階に分けて評価する。これをシ

ティズンシップグレイド（市民道徳性評価）として，グリーンカードに記録する。そして，１

クラス21人のグリーンカード一覧表が作られ，掲示される。これを見れば，どの生徒がよい

行動をしたか，悪い行動をしたかが一目瞭然である。これを毎週集計し，１年間の行動評価を

一覧表にしてオープンに掲示してある。生徒はみんな「よい子」になろうと，学習に規律に一

生懸命に努力するのである。

３．尊敬と自律－アボット中学校

アボット中学校（６－８年制）の玄関を入る。正面に３R’s； Respect Yourself, Respect
 

Others, Respect Your School（自分自身を尊重せよ，他人を尊敬せよ，学校を尊敬せよ)」

が大きく掲げられてある。この３R’sは，現在のアメリカの多くの学校に掲げられていて，ア

メリカの学校共通の教育標語のようでもある。この ‘レスペクト（Respect)’は，‘尊敬・敬

意・自重・自制・自尊心’など広い意味を持つ重要な教育徳目用語となっていて，学校教育に

おける生徒指導上の重要なキーワードとなっている。

このアボット中学校では，生徒自身が自重して行動し，自尊心をもって悪い行動に走らず，

他人を尊敬し，教師に敬意を払い尊敬の念をもち，学校に誇りをもち，学校の権威に服す，と

いう教育観のもとに教育が行われている。

この中学校においては，問題生徒を発見した教師は，教師自らが責任を持って，直ちに指導

措置を行う。この指導措置を「生徒差し向け（Student Referral)」カード（指導カード）に

記入し，管理職に提出する。管理職は，生徒を呼び出し，事実確認の後，改めて指導し，最終

的な処罰を決定する。

給食時など廊下を移動するときは，無言で整列する。
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生徒規律の指導態勢

１．校則

アメリカの生徒指導態勢は，体系的に厳然と確立されている。その根本となるものは，地区

教育委員会が示す「生徒行動綱領（student conduct code)」である。ここには，教育指導目

標と方針，行動態度，通学，図書館，ランチ，学校財産，学習態度，怠学，服装，所持物など

に関わる生徒行動綱領が細かく規定されている。これらに違反した場合のディシプリン

（discipline罰則規定）も明記されている。それは５段階程度になっているのが普通である。

第１段階…注意，父母召還

第２段階…ディテンション（校長先生とランチをとる，居残り，土曜出校など）

第３段階…サスペンション（停学）またはオルタナティブスクール送り

第４段階…オルタナティブスクール送り

第５段階…放校

この地区教育委員会の生徒行動綱領に基づいて，各学校は，学校の実情に合わせて，さらに

細かく「校則」を規定している。この校則は「生徒ハンドブック」として，入学時に生徒・父

母に渡される。生徒・父母は受領書に署名して学校に提出する。これが，学校と生徒・父母と

の契約であり，またオリエンテーションにもなっているのである。

この生徒ハンドブックは，高等学校においてはA４版で50ページ，中学校においては40

ページ，小学校においては10ページ程度のものが普通で，学習面・規律面の事項について，こ

と細かく校則が示されている。

マーチンルーサーキング高校の登校風景 デトロイトのダウンタウンにあるこの高校の生徒は，黒人だけであ

る。生徒は，始業前，学校玄関の金属探知器の前で整列して待っている。ナイフや銃など危険物の所持品検査

を受けてから教室に入る。
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